
  

　　新EasyISTRの紹介
　　　（EasyISTR ver 3.32.220501）

1.　thread並列を追加
　　　process並列（MPI）、thread並列の混在可
2.　バグ修正
　初めてEasyISTRをインストールする時、起動しない
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1.　thread並列を追加
現状、MPIによるprocess並列の設定のみだったが、thread並列にも対応させた。

FrontISTRのコンパイルの方法によっては、
MPIによるprocess並列（メッシュ分割必要）
OpenMPによるthread並列（メッシュ分割不要）

が可能であり、これに対応。
2 process並列

2 thread並列

2 process  2 thread ☓ で
　　実行させる場合の設定



  

2 process  2 thread ☓ の作動確認
実行コマンドは、以下になる。

$ mpirun -np 2 fistr1 -t 2

実際に(2 process ☓ 2 thread = 4 core)で実行されたかの確認は、以下で可能。 

実行後、FistrModel.logファイル内を確認する。（実行時のprocess数、thread数の記録がある）

「2 process ☓ 2 thread = 4 core」で実行している



  

2.　バグ修正（初めてインストールする時、エラー発生し起動しない）
国際化対応時、
最初に、設定ファイル内の言語設定データを読みに行き、言語の設定を行っていた。
この為、設定ファイルが存在しない時（初めてインストールする時）、
エラーが発生し、EasyISTRが起動しない状態が発生。

（国際化対応より前は、問題なかった。）
↓

最初に、ファイル有無確認を行い、
必要なファイルが存在しない場合は、デフォルト設定のファイルを準備する。
この後、言語の設定を行うように修正。
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